



























































































































































































このとき吉野は、 「楽山」とは神田孝平の別号であろうと推定した。吉野は筆写が文久元年 れば、翻訳も であろうと考えた。神田は『和蘭政典』を訳しておるので、吉野はその姉妹篇 オランダの政治に関する稿本であると速断して購いもとめたのであるが、よんでみ
ると、何のことない、政治とは没交渉の探偵小説であることを知って一時は失望した。





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ある。こんにちから観ると、漢文式直訳口語であるためじつに読みづらい。語学的な精度からいえば、必ずしも正確な逐語訳ではない。原意からそれた訳、不注意による訳し落とし、重要でない部分の意図的な省略、誤訳や縮訳部分 どがみ れる。要するに、神田訳は多くの欠陥をもつ翻訳であり、原作に私 を加え、部分的に改作したいわゆる「翻案」ものに近い。
しかし、オランダ語の辞引が不完全な文久年間に訳したものとすれば、訳業はひじょうにすぐれたものといわねばならない。オランダ語 相当
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のであり、若い人々のあいだ まで悪影響がおよんでいた。法学部と医学部の学生は、いっしょに党をむすび、お互い優勢を誇っていたが、それに対してわれわれ他学部 者は、数にお て劣勢であった。
このことが原因で、たびたび騒動がおこり、それがまた苦情の誘因となったのである。教授たちはやがてこれらのいきすぎた行為にいや気がさ
し、仲たがいの終そくを望むよう なった。ちょうどそのころ、教授たちの中から学長が選ばれた。かれはきびしい原則に基づく人であり影響力のある人であったから、だれもが同人 たい 畏敬 念をもっていた。
この人は、容易に事をおこす人ではなかった。かりにおこしたとしても、必ずそれをなしとげる人 あり、害悪を根絶しようと決心した。各学年度の じめに、荘重な儀式をおこ うのが慣行となってい 。教授や学長 職を辞するばあい、新任の者もおごそかな演説をおこなう
そのとき儀式の行列がおこなわれる。宴会もあって、その日は歓喜のうちにおわる。しかし、数年まえより こ こともおこなわれなくなっていた。おこなわれる は、慣行にしたがっ 、新任の学長の演説だけ なっ その他はひっそりと ていた。 うなった理由 、不和にた。こんど学長に就任した教授は、こう た状況 じぶん 計画に利用しよ とした。
かれは慣行になっていた儀式をこの機会 再開したいといった希望をのべた。かれ 儀式を再開す ことを同僚に提案した それは長年にわた
る確執を取りのぞき、かっての協調を回復す のにふさいしい手段になるものであった。かれ 方策 うまくいった。恨みはすっかり消えた。誤解も消えた。大学 教師たちのひとりとして、和解に加わらない者は なかった。
このことがよい手本となった。若い 生たちもいまや和解の手を差しのべ 。そしてたちまち大学 完全に一つになった。毎年の慣行になって














































































にすでに出発したと知らされて大いに驚いた。しかし、父親 驚 息子さんがスケート はい 出発し 聞いたとき、驚
きょうがく
愕に変わった。ヨ

































































































































































いなかの方よ、その必要はありません。どうぞお楽にしてください！出発 るところですから 昔なが 道を再び行くところです ら。
第一の船乗り
　　









































まあ！あっし いたかった は、だんなは一人きりで出 け はいけないとい ことです。
ヨンケル
　　　　
まあ大変だ！遠くまで重いものを引きずっ 行かねばならぬとしても、大歓迎だ ひとりで近道をして行きます。それがよいことか悪 ことかわかりませ が。
第二の船乗り
　　








そうです。氷についていえば、板のうえを乗って行 のと同じ ですが…この節 悪党どもがたくさん街道をうろついています。ごろつき 、冬になると住むに家なく、分ける食べ もありません。
第二の船乗り
　　





























































しょう。あるいはじぶんで連中 跡を追っていた も知れ せん しかし、先日、ヨンケルの身におこった事件 ことを知り、それについて気味の悪いうわさが立てられ、またその恐ろしい悪業の件で、ある貸農場の住民が非難されていることを聞くと、わたしはみずから粉屋で目撃した光景を思いだしました。
もちろん、わたしはこう思いました。あの 名の船乗りは、ヨンケルの跡をつけ、かれを船 なか 閉じ込め、ぞっとさせるよ な犯行に及ん




の近くにある貸農場の住民らは、ひどい嫌疑をうけてい す。 かし、かれらは皆潔白なのです。わたし かれら 対す 悪意に満ちた疑いを晴らせることをたのしみにしています。
さらにわたしは公平な証人の名を三名あげるつもりです。三人ともわたしとともに貸農場の住民の嫌疑 晴らす めの証人となることでしょう。わたしが貸農場のまえを通ってその地にやって来たのは朝のことでした。そ てその日の午後、粉屋でヨンケルと出会ったの 貸農場へは











みなさん！おわかりだと思いますが わたしがなさねば らぬこと 、みなさんの注意を喚起することなのです。わたしの想像によると、あの



























の中であったことが明らか あった。またこの殺人事件が 強欲さに起因している は、死体が強盗に遭っていることからじゅうぶん察せられた。
つい先ごろの想像がすでに証明しているように、そのときも人びとは昔の間違いを想起した。数週間後 死体が発見された場所からさほど遠く
ないところで、被害者の上着が、空っぽの銭帯や包みと っしょに水中から引きあげられ それらの品々 が とき身につけていたものであり、重いロープでもって体にぐるぐる巻きつけてあ たものだが、水の中から発見された。
これらの品々を水の中から引き上げたのは、小舟で青物を商っている農夫の妻 った。彼女は包みを急いで開いたとき、心に浮んだ
れらの品はみな、おそらく発見された死体と関わりがあ ものであろう、ということであった。彼女はその情報を町長へつたえた。役人 は発見された品々を検分し 判事のもとに送っ 。
きっとロープにおもし用の石をつけて沈めたが、水の中でその石がとれてしまったもの ろう そ 女がきっぱりというには、その包みを船













しかし、 たしが心底よりここに記し、説明するものは、前代未 んのひじょうに特異な結末である。わた はこれまでに実に多くの作品を読んできた。それらの作品は、悪事が露見したことを扱ったもので った。しかし、わ しは悪事の経過
において、これほど注目すべき事件と出会ったことはない。と あれ、そのような理由から、わ しは事件をここに記録しておこう。法的な文書において記録されたものを除くと、わたし以外だれもその事件を書き留めた者はいな ようだ。
その事件が起って二年ほどたってから、本件ばかりか さら 第二の殺人についての身 毛もよだつほどの秘密が露見し、人を感動させた。わ

































めであった。だからわたしは相手が午後にもど まで村にとどま ことにした。 のため、宿屋にもどることにした。昼食 モ ヘンワイン（朝
















た。ペンは硫黄マッチのように見えた。そのようなもので紙の上に文字を書くこと でき わたしはペンナイフをもっていなかった。さしあ り無いものといえば、それであっ
わたしは目の前の机の引き出しの中に文房具が入っていないか、ペンナイフの有無を宿屋の女房に調べてもらった。わたしは机の引き出しを開
けると、その中で揺れうごくものがあった。 、ゴロゴロと鳴るだけ あり、わたしが捜しているものではなかった。
ふたたび引き出しを押し込もうとしたとき、何かを記し 書類 ばが目 ふれ、思 ずそれに注意を引かれた。わたしはその書き付けを にと
った。それは四つ折り判の小冊子の形をした書類 ばであっ
その筆跡……その文字の書き方……に見覚えがあった。その小冊子そのものをじっくり見、ついで読んでみた。おお、神よ！わ しは苦悶のあ

























































悪党にたいしては、つねに恐怖と疑惑がともなうものである。わたし 計画が人殺しら 知られ、不意に襲われ も たら、万事休すである。
わたしはその大切な手稿を注意周到に衣服の かにかくし、急いで人殺しの住い ら逃れようとした 階下にお てゆくとき、心臓がどきどきするのがよくわかった。










めわたし 法律を信じてずげずけものをいった。わたしが宿屋の夫婦にひそかに嫌悪の情を抱い のは、じぶんの偏見であった かどうか、わたしはあらかじめ納得したかった。
しかし、わたしは今回じぶんの予感に裏ぎられることはなかった。その点について司祭に尋ねたら、かれは肩をすくめ意味ありげに頭を左右に








司祭はびっくり仰天した。わたし かれ 恐ろしい魔よけについて教えてや た。司祭はあっけ とられ、長い そ ことに いて考えてい














年もその宿屋に奉公している下男 どうな か。つま 、その者はまったくのろ で しか、それとも宿屋の夫婦の共犯者なのか……。少 くとも、その下男は、犯罪に気づ ていた も知れない それゆえ、わたしがこ ことを断言しておくわけは、わた は下男の子供 ちをよく知っているからな である。さて、下男 臆病なな ず者であろう。 の者 主人ほどはずる賢こくなく、大胆さや勇気 欠けて よう。かれはさらに主人の犯意に屈服したのであろう。だから、 われはまずこの下男 ら吟味せねばならな 。
悪人は愚鈍にして臆病である。不意打ちによってびっくりさせ、その恐ろしい犯行の罪を着せられれば、めっけものである。そしてかれがじっ



























まだそのことをご承知ないのです ？その問題は解決 た おもっていす。
代官が下男を尋問する図。J. B. Christemeijer: Oorkonden, 






















































































































































恐れるあまり、わた は当人を信用 ていませんで が、猜疑心を招くと、殺されそうであっ ので、口をつぐんでいました。
わたしはこの事件に巻き込まれて まいました。もしわ しがこの夫婦 告発 たとしたら、かれらはわたしを共犯者呼ばわりできるのです。



























え休みました。しかし、夕食をす せ あと、傷口の痛みを訴え、休息したいとい そこで宿の亭主は、かれを部屋に案内しました。その部屋はロデレイケの手稿が発見され 所 宿の亭主は、かれに寝場所を指 しめしてから 階下におりてきました。
断言いたしますが、これまでマティイス その女房は、ヨンケルに対してすこしも邪しまな気持を抱いてはおりませんでした。あら じめちょ














ヨンケルはトイレを出ると、家の裏 方角 まちがえ、誤ったドアに達し、それをあけて まったのです。と同時 、半分敷物で包まれた殺さ
れた商人の死体が横たわっているのを発見したのです。その光景をみて、ヨンケルはびっくり仰天し、か 狼狽してしまい、ほとんど我が忘れるほどでした。われわれもその他の理由で堅くなってしまい、こ 宿命的な不意打ちをうけて、まったく当惑してしま ま た。
びっくり仰天したヨンケルが、しっかり理解する必要があったのは、死体をみつけたから はただでは済まされぬこ でした。そこで目に涙を
ため、出立を許可してく るよう懇願し、もし出発させてくれたら 有り金を残らず提供 てもよい と申し出ました。ヨンケルは全能の神や将来の審判について語り、人の心 うごかすように哀願した めに、わた の胸はもうすこ で張り裂けるほどで た。
ただ無事に出立させてもらえたら、今晩見たことを終生秘密にする 神かけて誓 ました。マティイスと女房は、ヨンケル 話を聞く耳を




















わたしは二人を信用できなくなりました。わたしは連中がどんなことでもやりかねないことを知っ おりました。わたしはこれまでかれらの共犯者として罰に値するさまざま事件にかかわってまいりました。し もかれらはわたしに多くの悪事を手伝せてき のです。
それゆえわたしはこう考えました。もし人殺しがおこなわれる場合、引きとめようと。要するに、かれらを裏切ることになるが、恐ろしい行為がおこなわれるのを極力はばもうと。ヨンケルはじぶんの死をやすやすと予知できたこと た かであ 、そのとき件の文章をしたためたに違 ないのです テーブルの引き出しの
中に文具を捜すといった考えは、文具は引き出しの中にあるのがふつうです どのようにして生じたのか、わたしには分かりませんでした。だからわたしは、文具はその きテーブルの引き出しの中に入っておらず、外に出 てあったとおもいまし 。
ですから文具を見つけることはたやすいこ でし 。そしておそらく手紙を た めようといっ 考えが、まずかれに生じたに違いありません。
















す。わたしは足取重く、裏手のほうに行きました。連中は何かよからぬことをたくらんでいるのだと、思われました。わたしは連中とさまざまの悪事をいっしょにやって来たけれど、かれらには忠誠を尽してきました。それは恐怖心から出たことであり、 たしはずっと恐怖をはぐくんで来たのです。わた はマティイスがとんでもない悪党であることを知っていましたが、当人はわたしに逃げ出す気があるのではないか、と尋ね、らにけっしてだれにも口外するな、といいました。さもなければわたしは連中から暇をもらってい ことでしょう。
馬屋からもどったとき、すでに第二の殺人がおこなわれていた です。なぜなら、マティイスといっしょに二階へ来るようにいわれたからです。
かれらが恐ろしい行為をしでかしてい に すでにわたしは気づいていま た。わたしは馬屋から帰り屋内に入ったとき 両人は蒼白い顔をしており、そのとり乱した顔つきでわたしをじっと見つめまし 。そして階段 昇っ 行っ とき、ヨンケルの寝室のドアが開けっ放しになっるのを見て、わたしの臆測が正しかっ が裏づけられました。──もう歯痛に悩まなくてもよいぞ。と 部屋 マティイスはぞっとするような苦笑を浮べていいまし 。
ヨンケルはベッドの中に入っていたように見うけられました。着衣は半分脱いでありました。かれは気分が悪くなるような醜いかっこうで、ベ
























はじめわれわれは、その下男にもし正直に自白すれば、命の助 ることもあるやも知れない と一るの望みを抱かせた。かれ 自白がきっかけ



















































早稲田に入り、そこをどうやら卒業して社会に出たが、私大の文科を出ても就職できる時代ではなかった。新聞記者を振り出 に、 ち筆一本でメシが食える自信がついてからは、著述家と 活躍し、また戦前戦後各大学（大倉高商 明治、立教、上智、早大）の講師 勤め 。　
文筆を業とする者 、じぶんが書いた原稿が売れないことには、あすの米にも窮するのだが、ペン一本でどうやら妻子を養うことができたから、奥
方は質屋のノレンをくぐらずにすんだ。しか 、亡く って残 ものといえば本だけであり 金も借金もなかった。木村には万波を乗り切ってゆく
48（55）
楊牙児奇獄
ようなところがなく、つねに安全圏内を航行した。しかし、新たな知識を仕込むため、自費で旅行し、山のような文献を買い込んだ。かつて氏の旧蔵書の一部（洋書） 神田界わいの古書肆の書柵にならんだことがあったが、いずれも良書であった。　
木村毅は若いころより社会運動に情熱をもやす熱血児であり、また反官学的な態度を終生つらぬいた。生前に発表した著訳書は二百数十冊。明治文
化研究者として一時代を画した功により、第二十六回菊池寛賞（昭和
53・
11・
9）を授賞した（ 「木村毅先生追悼特集」 『早稲田大学大学史編纂紀要』
第八巻第一七号所収、昭和
55・
5を参照） 。
（
6） 「神田孝平訳
　
青騎兵并右家族吟味一件」 （ 『新青年』所収、昭和
6・
4）
（
7）原文には
het G
eregt （裁判所）とある。わたしはこれを
kantonregt と解し、 “治安裁判所”と訳しておいた。オランダの警察
─
「オランダ王立保安
隊」 （
K
oninklijke M
arechaussee ）は、こんにち国防省の傘下にある国家憲兵組織という。平時において、司法省や内務省の指揮をうけ、警備を中心と
した警察任務をおこなう。これは一八 四年にヴィレム一世により、フランスの憲
ジャンダルムリ
兵隊をモデルとして創設されたものであり、軍内および一般社会の
警察行動をもおこなう組織である。
